
問１．血液型検査を実施して下さい

1 参加 2 不参加
1試験管法 2カラム凝集法
3その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
2.反応態度 表検査 抗A抗体

抗B抗体
抗D抗体
Rｈコントロール

裏検査 A血球
B血球
O血球

3追加検査およびその他の検査

4.判定

問２．不規則抗体検査を実施して下さい

1 参加 2 不参加
1試験管法 2カラム凝集法
3その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

1 陽性 2 陰性

疑われる抗体名

同定検査
1 参加 2 不参加 3自施設で実施しない

1試験管法 2カラム凝集法
3その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

追加検査およびその他の検査

コメント

主治医に報告することがあれば記入してください。

検体Ⅰ（試料① ②）　回答集計
施設名

施設コード 301 304 307 317 318308 309 312

1 11 1

324305

回答 1 11 11 1

回答 2 1 1 2 1

4+
4+

4+ 4+ 4+ 4+

0
ＮＴ

2 1 12 1

0
0

0

4+ 4+4+ 4+

0 0
4+ 4+ 4+ 4+ 4+ 4+ 4+ 4+ 4+

4+

0 00 0 - 0 0
0 0 - 0 0 0 00 0

0 0 - 0 0 0 0 0 0
0 0 - 0 0 0

ＮＴ 0
0

ＮＴ ＮＴ
0 0

回答

0ＮＴ 0 - 0

23

Ｄ陰性確認試験

Ｄ陰性確認試験：mono(0)・
poly(0)・monopoly(0)・
IgM(0)・cont(0)

Ｒｈ表現型：C(0)・ｃ（4+）・
Ｅ（0）・e(4+)

D陰性確認試験：陰性
D陰性確認試験(カラム
法）　抗D抗体（－）　Rh
コントロール（－）

D陰性確認試験
抗D（0）
Rhコントロール（0）

抗Ｄ陰性確認試験。
抗D（-）、Rhコントロール（-

）

①抗D抗体、確認試験実
施済みです。②抗A1レク
チン（4+）　③抗Hレクチン

（2+）

D陰性確認試験、赤血
球抗原検査（Rｈ）

Ｄ陰性確認試験

1

AB型　RhD(-)

1

回答 AB型Rh(-) AB型Ｒｈ(－)　ccdee AB型　Rh(D)　陰性

Ｄ陰性確認試験を行
なった。抗Ｄ（0）、Ｒｈコ
ントロール（0）

回答 1 1 1

回答

1

AB型　Rｈ（D)陰性 　　　AB型　Rh(D)　陰性 AB型RｈD（-） ＡＢ型Ｒｈ（Ｄ）陰性AB型Rh(-)

1

AB型Rh（陰性）もしくはDel。

2 1 1

1 1 1

2

1 2回答 2 2 1 1 1

回答 2 2 2 2 2 2 2 2 2

回答

可能
性有
抗体否定
不可
抗体

なしなしなし

回答 2 2 3 1 1 2

回答

2

なし

なし なし

1 1

回答

回答 なし

この方はAB型　Rh（D)
陰性です。血液製剤の
取り寄せに時間がかかり
ます。

患者血液型はAB型Rh
（陰性）またはDelが考え
られます。確認試験には
抗Dを用いた吸着解離
試験が必要ですが、緊
急の場合Rh（陰性）とし
て扱います。不規則性
抗体は保有していませ
ん。日本人のAB型Rh
（陰性）は0.05％と低い
ため、適合血の準備に
時間を要します。緊急輸
血する場合は血液製剤
はA型・B型・O型のRh
（陰性）血を準備します。
Rh（陰性）血が準備出来
ない場合はRh（陽性）血
を準備します。その場合
はHTRを引き起こす可
能性がある為、患者及
び家族に十分に説明す
る必要があります。HTR
の兆候を認めたら、溶血
所見を確認して下さい。
AB型Rh（陰性）血が準
備出来次第、切り替えて
下さい。

回答

患者はRh（-）のため、適合
する血液が在庫になく血
液センターからの供給を待
つことになります。ただし、
患者はAB型であるため適
合血の割合は0.05％で
す。センターに必要単位数
在庫がなければ、異型適
合血の使用も検討してくだ
さい。異型適合血を使用
する場合、第一選択はAあ
るいはB型、どちらも入手
できない場合O型です。
血液センターからの供給が
待てないほど急を要する場
合は、救命を優先し院内
の在庫使用を考慮してくだ
さい。その場合、抗D免疫
グロブリンを使用することで
抗D抗体の産生を防げるこ
とがあります。

患者の血液型はＡＢ型Ｒ
ｈ（-）です。院内・日赤の
庄内出張所にはＲｈ（-）
の血液製剤がありませ
ん。当院に届き払い出
せるまでの時間は２時間
半程度です。ＡＢ型Ｒｈ
（-）の血液製剤が届くま
での間はＡＢ型Ｒｈ（+）の
血液製剤を払い出しま
す。ただし、Ｒｈ（+）の血
液を輸血しますので、抗
Ｄ抗体を産生する可能
性があります。追加が必
要な場合は早めに連絡
お願いします

患者はＡＢ型　Ｒｈ（Ｄ）
陰性で、不規則性抗体
は検出されませんでし
た。　Ｒｈ（Ｄ）陰性血を
輸血する必要があります
が、在庫がない場合は
発注し、供給できるまで
の時間を担当医に伝え
ます。同時に緊急度合
いを確認し、超緊急の場
合は、Ｒｈ（Ｄ）陽性血を
用意し、　Ｒｈ（Ｄ）陰性
血が届きしだい切り替え
ます。

　ＡＢ型の　Ｒｈ（-）なの
で、　Ｒｈ（-）の血液製剤
をまちがえずにとりよせ
る。準備するのに少し時
間がかかる事を伝え、O
型の　Ｒｈ（-）製剤を使
用するべきか相談する。

この方はAB型、Rh(D)陰
性です。適合血の取り寄
せには・・・時間かかりま
す。Rh(D)陰性の血液製
剤は取り寄せに時間が
かかるため、緊急時に
Rh(D)陽性を輸血する場
合は、患者さんと家族へ
説明し、同意を得る必要
があります。

患者さまはAB型Rh（D）
陰性のため、血液製剤
の納品に時間がかかる
可能性があります。納品
可能時間を報告します
が、それ以前に必要で
あれば、取り敢えずAB
型Rh（D)陽性製剤を使
用しRh(D)陰性製剤が届
き次第切り替えてはいか
がでしょうか。

患者はＡＢ型　Ｒｈ（Ｄ）
陰性、不規則性抗体陰
性です。
　ＡＢ型　Ｒｈ（Ｄ）陰性の
血液製剤を発注します
が、間に合わない場合
は、　ＡＢ型　Ｒｈ（Ｄ）陽
性の血液を使用し、　Ｒ
ｈ（Ｄ）陰性血が届いた
時点で陰性血に切り替
えます。

この方はRhD(-)なので
RhD（-）の製剤を輸血す
る必要があります。しか
し、RhD（-）の製剤は在
庫に無いため、血液セ
ンターから取り寄せなけ
ればなりません。そのた
め、準備に３時間～1日
程度時間がかかります。
緊急で輸血が必要であ
れば、AB型RhD（+）の血
液を輸血してもらい、血
液が到着し次第RhD（-）
の血液に切り替えたいと
思います。その場合、４
８時間以内に不規則抗
体検査を実施し、抗D抗
体が検出されない場合
には、抗D免疫グロブリ
ンの投与を考慮してい
ただきたいと思います。

ＡＢ型Ｒｈ（Ｄ）陰性は、
日本人では1/2000人の
割合です。至急、発注し
ますが用意できるまで、
多少時間がかかる場合
があります。

不規則抗体陰性のため
実施せず。



問４．血液型検査を実施して下さい

1 参加 2 不参加
1試験管法 2カラム凝集法
3その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
2.反応態度 表検査 抗A抗体

抗B抗体
抗D抗体
Rｈコントロール

裏検査 A血球
B血球
O血球

3追加検査およびその他の検査

4.判定

問５．不規則抗体検査を実施して下さい

1 参加 2 不参加
1試験管法 2カラム凝集法
3その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

1 陽性 2 陰性

疑われる抗体名

同定検査
1 参加 2 不参加 3自施設で実施しない
1試験管法 2カラム凝集法
3その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

追加検査およびその他の検査

コメント

問6．交差試験を実施して下さい（試料⑤⑥⑦）

⑤ 1適合 2不適合
⑥ 1適合 2不適合
⑦ 1適合 2不適合

コメント

問7.①　この結果から主治医に何か伝えることはありますか

②　不規則抗体保有患者にやむを得ず不適合血を輸血したした場合の対処方法

問8.　抗体価測定（試料④　⑤）
1参加 2不参加 3抗体検出されず

抗体価

未希釈血漿の凝集の強さはどれくらいですか

使用したクームス血清の種類を記入して下さい

患者さまは不規則抗体
（抗Ｆｙｂ抗体）を保有し
ているため、現在の院
内在庫からは２単位1本
のみ払いだし可能で
す。不足４単位分は血
液センターにＦｙｂ（－）
製剤の依頼を行いま
す。適合率は８０％のた

院内にある製剤で交差
試験適合なのは2単位1
本でした。Fyb（-）の製
剤を発注します。使用
までは少し時間がかか
ります。適合率は80％
です。

抗Fyｂ抗体を持ってい
るので、輸血する際に
は適合血が必要です。
適合率は約８０％です。
今のところ、２単位分の
適合血は準備できてい
ますが、残りの４単位は
適合血を確保してから
の出庫となるため少し

不規則性抗体陽性で
す。スクリーニングの結
果から、抗Fyb抗体と抗
K抗体が考えられます。
同定検査は院内で行っ
ていないので、外注しま
す。同定の結果より、適
合血を発注しますが、
適合血が用意できるま

患者は不規則性抗体ス
クリーニングで陽性。抗
Fyb抗体が疑われま
す。交差適合試験にて
⑤・⑥は不適合。⑦は
適合です。⑦は使用可
能です。やむを得ず⑤
⑥を使用する場合は
HTRを引き起こす可能

回答

直ぐに供給できる適合血
は2単位です。残りの4単
位は血液センターから取り
寄せになります。
適合血の供給までに要す
る時間が分かりしだい連絡
します。

患者はＯ型Ｒｈ（+）抗Ｆｙｂ
抗体保有者です。適合率
は８０％です。６単位の輸
血オーダーですが、直ぐ
に払い出せるのは２単位
のみとなります。残り４単位
が届いて払い出せるまで
は、
１時間半程度と予想されま
す。追加がある場合は早

適合血は6単位中、2単
位のみでした。
不規則性抗体スクリー
ニング陽性のため、同
定検査を行ない、適合
血を用意する必要があ
ります。

患者はFyb抗体を保有
しているので、抗Fyb抗
体（-）の適合血を用意
しなければならない。

2単位は輸血可能で
す。残り4単位は抗原陰
性の適合血を取り寄せ
ます。時間は・・・時間
かかります。

1 11 11 1 1 1 1 1

324308 309 317 318

検体Ⅱ（試料③ ④）　交差試験（試料⑤⑥⑦）　回答集計
施設名

回答

回答

312301 304 305 307施設コード

回答

回答

回答

回答

回答

回答

回答

回答

可能
性有
抗体否定
不可
抗体

1 1

0

3+
0

回答

2 2 1

回答

回答

回答

回答

回答

回答

2 1 1

0

2 1

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

0 0
0 0 0

4+ 4+ 4+4+ 4+ 4+ 4+ 4+ 4+
0 0 - 0 0 0 0 0 0

4+ 3+ 4+ 4+ 4+ 4+ 4+ 4+ 4+
4+ 3+ 3+ 3+ 4+

4+
4+ 4+

ＮＴ ＮＴ 0 - 0 ＮＴ 0
4+4+ 4+

ＮＴ ＮＴ 0

①抗A1レクチン（0）
　②抗Hレクチン（4+）

なしなし なし なし

O型Rh(+) Ｏ型Ｒｈ（+） O型　Rh(D)　陽性 O型　Rh(+) O型　Rh(D)陽性 O型　RhD（＋） O型　Rh(D)　陽性 O型RhD（+） Ｏ型Ｒｈ（Ｄ）陽性

1 1

O型Rh(陽性）

1 11 1 1 1

2 2 1 1

1

2 1 1

1

1 11 1 1 1 1

1 2

抗Fyb抗体

1

1

1 1

　抗Ｅ抗体、抗Ｆｙｂ抗体
抗Lea抗体、抗M抗体

抗Fyｂ抗体、抗ｓ抗体、 抗Ｃ、抗e、抗ｆ、抗Ｋ、抗Ｆｙｂ抗Ｆｙｂ、抗Dia 抗Ｆｙｂ
抗ｅ抗体、抗Ｌｅｂ抗体 抗Ｌｅｂ、抗ｓ、抗Ｎ、抗Ｄｉａ

抗Fyb抗体

抗Ｃ抗体、抗Ｊｋａ抗体、 抗Jka、抗Jkb 抗Jka、抗Jkb 抗Cw抗体、抗Kpa抗体、
抗ｅ抗体・抗Ｆｙｂ抗体・
抗Ｌｅｂ抗体・抗ｓ抗体

抗Ｊｋｂ抗体、抗Ｎ抗体、抗Ｄｉａ抗体 抗Jsa抗体

抗Ｆｙb抗体、抗K抗体

1 1 3 1 1 1 1 1

2

3 2

1 1 1 1 2 1

患者のその他赤血球抗
原検査、抗Ｄｉａ抗体の
否定(Fy(b-),Di(a+)血球
との反応確認）

Duffy表現型
パネル血球を用いて検
査を行いました。

パネル血球による同定
試料③血球の抗原確認
（当院では不可）

追加パネル血球でPEG
クームス法を実施
E(0)、K（0）、Fyb（0）、M
（+）→0
E(0)、K（+）、Fyb（0）、M
（0）→0
E(+)、K（+）、Fyb（0）、M
（+）→0

抗体価測定。患者赤血
球抗原検査を実施。

患者は抗Ｆｙｂ抗体を保
有しております。溶血性
輸血副作用の原因とな
るため輸血の際は適合
血が必要です。適合血
の頻度は80％です。

抗Ｆｙｂ抗体
表現型：Ｆｙ（a+b-）

適合率８０％

抗Fyb抗体と同定

この方は、抗Fyb抗体陽
性です。Fy ｂ抗原陰性
の血液製剤を依頼しま
す。

抗Ｆｙｂ抗体を同定

抗Fyb抗体を同定しまし
た。
輸血時はFyb（-）の血
液製剤を使用して下さ
い。

2 2 2
2

2 22 2

輸血を実施した場所
で、副作用が無いか患
者の様子を見てもらう。
輸血後に生化学、血算
の検体を定期的に出し
てもらい、データを確認
し、溶血性輸血反応が
無いかチェックする。も
し、溶血性輸血反応の
症状が見られたら先生

対処方法は、明確化さ
れていません。

HTRを引き起こす可能
性がある為、患者及び
家族に十分に説明し同
意を得る。HTRの兆候
を認めたら、主治医に
直ちに報告。輸血を中
止し、溶血所見を確認
する。抗原陰性血が準
備出来次第、切り替え
る。

回答 64倍

1 1 1 1

回答 2+

PEG・クームス法にて、
⑤：（3+）、⑥：（2+）の凝
集が見られました。

交差適合試験の結果、
⑤・⑥は不適合。⑦は
適合。

明確化されているものはあ
りません。
もし、そういった状況に遭
遇したら「輸血療法の実施
に関する指針」に則り輸血
を実施することになると思
います。輸血検査担当者
は、主治医に患者が不規
則抗体を保有していること
を報告し、もし不適合輸血
を行った場合に起こりうる

当院では明確化されてい
ません。患者は不規則抗
体保有者であることから、
不規則抗体が原因で急性
又は遅発性の溶血性副作
用を起こす可能性がありま
す。輸血後は、Ｈｂの低
下、間接Ｂｉｌの上昇、黄
疸、ヘモグロビン尿の有無
などの臨床症状と患者の
バイタルチェックの確認を

当院では明確にされて
いない。

1 1

2 2 22 2
2 2 2

2 2 22
回答

1 1 1 1 1 1

在庫6単位中2単位が
適合です。
試料⑤と試料⑥はＦｙ
（ｂ+）で不適合、試料⑦
はＦｙ（ｂ-）で適合です。

ＰＥＧＩＡＴの結果から試
料⑤は（2+）、試料⑥は
（3+）になりました。よっ
て交差試験の結果は
不適合です。資料⑦は
（0）でした。よって交差
試験の結果は適合で

交差試験の結果、適合
血は⑦のみだった。

1

明確化はされていませ
ん。適合血の輸血に努
めています。

1 1 1 1

2単位は輸血可能で
す。4単位は適合血を
取り寄せます。

クームス法で試料⑤（２
＋）　試料⑥（１＋）のた
め不適合　試料⑦のＦｙ
ｂ（－）が確認出来れば
尚可

16倍8倍 8倍16倍 32倍

試料⑤⑥は間接クーム
ス法で（2+）の凝集があ
り、不適合です。

試料⑤，⑥，⑦につい
てFyb抗原の有無を調
べた。試料⑤，⑥は
Fy(b+)、試料⑦はFy(b-
）であった。

1 1 1

IgG

16倍 64倍 128倍 64倍

IgG

1+3+ 3+ 4+ 2+ 4+ 2+ 4+

IgG IgG IgG IgG 広範囲クームス IgG

3+

広範囲クームス IgG

抗Fyb抗体


